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新
年
の
１
月
３
日
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平

成
30
年
伊
方
町
成
人
式
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
該
当
者
は
、

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
10
年
４
月
１
日
の
間
に
生

ま
れ
た
方
95
名
で
す
。
当
日

は
、
そ
の
う
ち
、
77
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
高
門
町
長
か

ら
「
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
よ
う
と
も
、
周
囲
に
流

さ
れ
ず
、
ゆ
る
ぎ
な
い
信
念

を
も
っ
て
、
将
来
の
夢
に
向

か
っ
て
、
自
分
自
身
の
力
で

そ
の
道
を
切
り
開
い
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
激
励
の
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
成
人
者
一
人
ひ

と
り
が
、
二
十
歳
の
抱
負
を

発
表
し
、
成
人
者
を
代
表
し

て
山
本
蒼
太
さ
ん（
川
之
浜
）に

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
謝
辞
で
は
、
菊
池

志
門
さ
ん
（
九
町
）
が
「
本
日

ま
で
私
た
ち
を
育
て
て
く
れ

た
両
親
や
温
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
、

ま
た
本
日
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
ご
来
賓
・
主
催
者
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
、
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。」
と
感
謝
の

こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
20
歳
の
抱
負
で
は
、

中
島
仁
誉
さ
ん
（
三
崎
）
が

「
地
元
を
離
れ
て
か
ら
、
改

め
て
こ
の
伊
方
町
の
仲
間
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ

こ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
た
く

さ
ん
の
方
々
に
感
謝
し
、
こ

れ
か
ら
も
人
間
性
豊
か
な
人

材
に
成
長
す
る
こ
と
を
お
約

束
し
ま
す
。」
と
抱
負
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
茶
話
会
で
は
、

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
人
た

ち
と
会
話
が
弾
み
、
楽
し
い

時
間
が
過
ご
せ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。　

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
、

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

感
謝
を
胸
に
希
望
を
膨
ら
ま
せ
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感
謝
を
胸
に
希
望
を
膨
ら
ま
せ

〜
伊
方
町
成
人
式
〜

〜
伊
方
町
成
人
式
〜

　

12
月
28
日
（
木
）、
瀬
戸
球
場
で
プ
ロ
野

球
愛
媛
県
人
会
が
主
催
す
る
「
第
４
回
プ
ロ

野
球
愛
媛
県
人
会
野
球
教
室
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
愛
媛
県
出
身
や
県
内

の
高
校
を
出
身
さ
れ
た
プ
ロ
野
球
選
手
が

地
元
愛
媛
に
野
球
を
通
じ
て
恩
返
し
を
す

る
と
い
う
目
的
で
、
今
回
は
県
内
小
・
中
学

生
を
対
象
に
県
内
３
会
場
で
の
開
催
で
す
。

　

伊
方
町
に
は
、
鵜
久
森
淳
志
選
手
、
熊
代

聖
人
選
手
、
秋
山
拓
巳
選
手
、
平
井
諒
選
手
、

大
本
将
吾
選
手
の
豪
華
５
名
が
来
町
さ
れ
、

教
室
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
中
学
生
、

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
始
め
町
内
外
８
チ
ー
ム

58
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
普
段
、
テ
レ

ビ
で
し
か
見
る
こ
と
の
な
い
プ
ロ
野
球
選

手
を
見
て
、「
大
き
い
！
」「
凄
い
体
格
！
」

な
ど
と
て
も
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
守
備
・

打
撃
練
習
に
つ
い
て
基
本
的
な
動
作
な
ど

を
熱
心
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
最
後
に
は
プ
ロ
野
球
選
手
の
本
気
を

参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
、

プ
ロ
野
球
選
手
の
ロ
ン
グ
テ
ィ
ー
が
始
ま

り
ま
し
た
。
普
段
、
プ
ロ
野
球
公
式
戦
で
は

使
わ
な
い
軟
式
ボ
ー
ル
を
使
用
し
ま
し
た

が
、
選
手
の
み
な
さ
ん
は
球
場
の
外
ま
で

ボ
ー
ル
を
飛
ば
し
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は

圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
を
間
近
で
感
じ
て
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
ら
ず
保
護
者
を
は
じ
め
、

地
元
や
町
外
か
ら
も
見
学
に
来
て
い
た
だ

き
、
盛
況
な
教
室
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
こ
の
教
室
を
通
じ
て

よ
り
一
層
上
達
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
今
回
来
て
い
た
だ
い
た
５
名
の
選

手
の
方
に
は
体
に
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
、

更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

『
プ
ロ
野
球
選
手
の
凄
さ
を
実
感
！
』

『
プ
ロ
野
球
選
手
の
凄
さ
を
実
感
！
』

『
プ
ロ
野
球
選
手
の
凄
さ
を
実
感
！
』

〜 

第
４
回
プ
ロ
野
球
愛
媛
県
人
会
野
球
教
室 

〜

記念品目録を受け取る　山本蒼太さん記念品目録を受け取る　山本蒼太さん

新成人謝辞を述べた　菊池志門さん新成人謝辞を述べた　菊池志門さん

20歳の抱負を述べた　中島仁誉さん20歳の抱負を述べた　中島仁誉さん

左から大本選手、平井選手、秋山選手、
熊代選手、鵜久森選手
左から大本選手、平井選手、秋山選手、
熊代選手、鵜久森選手

熊代選手が参加者へ指導熊代選手が参加者へ指導

大本選手の打撃に感激大本選手の打撃に感激



3 ふれあい  いかた・2018. 2

35
チ
ー
ム
が
瀬
戸
路
を
駆
け
抜
け
る

35
チ
ー
ム
が
瀬
戸
路
を
駆
け
抜
け
る

〜 

第
51
回
瀬
戸
駅
伝
大
会
開
催 

〜

　

１
月
14
日
（
日
）、
第
51
回
瀬
戸
駅
伝
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
チ
ー
ム
も

昨
年
度
か
ら
14
チ
ー
ム
増
え
、
35
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
四
ツ
浜
地
区
体
育
館
か
ら
三
机
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
の
13.3
㎞
の
コ
ー
ス
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。
今
大
会
の
成
績
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

　

読
書
の
記
録
と
は
、
図
書
館
で
借
り
た
本

を
銀
行
の
通
帳
の
よ
う
に
記
帳
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
子
ど
も
た
ち

が
本
を
読
む
楽
し
み
を
持
ち
、
読
書
の
習
慣

を
身
に
付
け
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
に
と

の
願
い
か
ら
誕
生

し
ま
し
た
。
３
月

31
日
ま
で
は
、
一

般
の
方
も
無
料
で

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

読
ん
だ
本
を
手

書
き
で
記
録
し
た

り
、シ
ー
ル
を
貼
っ

た
り
す
る
通
帳
は
、

他
の
図
書
館
や
学
校
な
ど
で
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、機
械
で
印
字
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、

県
内
の
図
書
館
で
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。

　

１
月
10
日
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
日
に
は
、

高
門
町
長
を
は
じ
め
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
28
人
の
方
が
記
録
帳
を
発
行
し
ま
し
た
。

本
を
借
り
て
記
帳
し
た
方
か
ら
は
、「
本
物

の
銀
行
の
通
帳
み
た
い
」「
今
ま
で
は
紙
に

書
い
て
い
た
の
で
、便
利
に
な
っ
た
」と
い
っ

た
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
読
書
の
思
い
出
を
記
録
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
詳
し
い
利
用
方
法
は
、
図
書

館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
12
月
13
日
（
水
）、
宮
城
県
名
取
市

の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
生
涯
学
習
実
践
塾

が
自
費
出
版
し
た
絵
本
『
ふ
た
つ
の
名
取
の

物
語
「
海
を
渡
っ
た
多
賀
丸
」』
が
生
涯
学

習
実
践
塾
か
ら
宮
城
県
の
宮
城
第
一
信
用
金

庫
、
宇
和
島
信
用
金
庫
を
通
じ
て
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
絵
本
は
、
宮
城
・
愛
媛
の
両
名
取
地

区
の
絆
を
し
っ
か
り
と
つ
な
い
で
い
き
た
い

と
い
う
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
こ
の
絵
本
は
町
内
の
小
中
学

生
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

県
内
初
！「
読
書
の
記
録
サ
ー
ビ
ス
」が
始
ま
り
ま
し
た

〜
伊
方
町
立
図
書
館
〜

絵
本
『
ふ
た
つ
の
名
取
の
物
語
「
海
を
渡
っ
た
多
賀
丸
」』

絵
本
『
ふ
た
つ
の
名
取
の
物
語
「
海
を
渡
っ
た
多
賀
丸
」』

宮
城
県
名
取
市「
生
涯
学
習
実
践
塾
」か
ら
寄
贈

宇和島信用金庫村尾理事長と河野教育長

選手宣誓（大久駅伝娯楽部　濱本さん)瀬戸駅伝13.3km　35チームが一斉にスタート！
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新春「壮年講座」開催
中央公民 館

　

新
春
の
１
月
14
日
（
日
）、
壮

年
会
員
32
名
の
参
加
の
も
と
中
央

公
民
館
三
階
研
修
室
で
「
壮
年
講

座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

講
座
は
、
豊
か
で
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
へ
の
決
意
を
新
た
に
活
動

を
展
開
す
る
た
め
に
実
施
し
ま
し

た
。
講
師
に
高
門
町
長
を
お
迎
え

し
て
「
伊
方
町
の
将
来
に
つ
い
て

考
え
よ
う
」
と
題
し
て
の
講
話
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
、
伊
方
町
の
中
で
の
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
化
・
移
住
定
住

の
促
進
・
子
育
て
環
境
の
整
備
・

住
環
境
の
整
備
・
観
光
振
興
・
一

次
産
業
の
振
興
・
伊
方
出
身
の
企

業
家
を
サ
ポ
ー
ト
隊
に
企
業
誘

致
・
交
通
体
系
の
充
実
等
々
、
人

口
推
移
等
か
ら
見
る
町
の
将
来
像

に
つ
い
て
、
熱
い
思
い
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で

は
、
指
定
管
理
の
在
り
方
や
婚
活

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
推
進
の
た
め
に

Ｐ
Ｒ
方
法
の
重
要
性
、
若
者
向
け

住
環
境
の
整
備
、
学
校
統
合
後
の

跡
地
問
題
、
高
齢
者
施
設
建
設
予

定
の
有
無
や
介
護
関
連
な
ど
の
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
と

し
て
も
町
づ
く
り
の
一
助
と
な
れ

る
よ
う
、
一
層
の
活
動
の
充
実
と

展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
長
を

交
え
て
新
春
交
歓
会
が
行
わ
れ
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
親

睦
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

門松作り　～ 子供会学習会体験活動 ～
町見公民 館

　

昨
年
12
月
26
日
（
火
）
に
、
町
見

公
民
館
で
九
町
小
学
校
児
童
30
名

が
参
加
し
、
門
松
作
り
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
集
会
所
運
営
事

業
の
子
供
会
学
習
会
体
験
活
動
と

し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
当

日
は
是
澤
邦
久
さ
ん
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
、
友
達
と
協
力
し
竹

を
切
る
作
業
か
ら
始
め
、
松
・
梅

等
で
飾
り
付
け
を
し
、
個
性
豊
か

な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
友
達
と
協
力
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
冬
休
み

の
良
き
思
い
出
と
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
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各公民館で「書き初め教室・大会」を開催
中央・町見・瀬戸・三崎公民館

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
一
年

の
事
始
め
と
し
て
字
が
上
手

に
な
る
よ
う
に
、
ま
た
今
年

一
年
が
良
い
年
に
な
る
こ
と

を
願
い
、
各
公
民
館
ご
と
に

児
童
（
希
望
者
）
を
対
象
と

し
た
「
書
初
め
教
室
・
大
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

参
加
児
童
は
、
納
得
の
い

く
作
品
に
仕
上
が
る
ま
で
何

度
も
練
習
を
繰
り
返
し
て
い

ま
し
た
。
講
師
の
先
生
方
の

丁
寧
な
ご
指
導
の
お
か
け
で
、

素
晴
ら
し
い
作
品
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
は
、
各
公
民
館

ロ
ビ
ー
等
に
て
掲
示
し
て
お

り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ご指導いただいた講師の方々

・宇都宮　史　先生
　（伊方会場　1/6 中央公民館・1/4 町見公民館）
・井上　千代　先生
　（瀬戸会場　1/5 三机小・1/5 四ツ浜地区体育館）
・五島　義長　先生
　（三崎会場　1/5 三崎支所）

伊方会場（中央公民館）の様子　伊方生活研究協議会のご協力で「七草がゆ」

瀬戸会場（四ツ浜地区体育館）の様子 瀬戸会場（三机小） 伊方会場（町見公民館）

三崎会場（三崎支所）の様子

　恒例として新春を飾る「伊方町新春俳句大会」を下記のとおり開催いたしますので、多数の投句と
ご出席をお願いいたします。　
１．日　　　時　　平成３０年３月１３日（火）１３：００～
２．場　　　所　　中央公民館　２階　視聴覚室
３．投句の要領（兼題のみ）
　①投　句　数　　一人３句　自作未発表の雑詠、自由題
　②投句方法　　郵便はがき縦書き３句　住所、氏名、出欠席記入（必ず記入してください。）
　　　　　　　　※楷書で記入して、漢字にはふりがなを付けてください。
　③締　　切　　２月２３日（金）必着
　④宛　　先　　〒796－0301　伊方町湊浦　伊方町中央公民館宛
　　　　　　　　郵便又は伊方町中央公民館郵便受けへ投函してください。
　⑤参　加　者　　本町内の成人誰でも参加できます。
　　　　　　　　伊方町俳句連合会句会員・瀬戸地区、三崎地区の俳句会員趣向者
　⑥会　　費　　３００円｠
　お問い合わせ　伊方町中央公民館　電話３８－１０２０

平成30年（第30回）伊方町新春俳句大会のご案内平成30年（第30回）伊方町新春俳句大会のご案内平成30年（第30回）伊方町新春俳句大会のご案内



6ふれあい  いかた・2018. 2

～ふるさと愛いっぱいの人材（人財）が育つまちづくりをめざして～
【と　き】3月3日（土）午前8時45分～（受付）
【ところ】伊方町民会館　４階　大ホール
 　 講　演 
　　テーマ　灯台女子がおくる「灯台の愛し方」
　　講　師　不動　まゆう　先生
　　　　　　　 （「灯台どうだい？」編集長）

※どなたでも参加できます。入場無料。当日参加受付ですので、お気軽にご参加ください。
<問い合わせ> 教育委員会事務局　生涯学習室　電話３８－２６６１

伊方町生涯学習推進大会  開催のご案内伊方町生涯学習推進大会  開催のご案内伊方町生涯学習推進大会  開催のご案内

◆プロフィール◆
東京生まれ。 灯台マニアがおくる崖っぷちマガジン「灯台ど
うだい?」編集長。 「灯台愛好会 ライトハウスラバーズ」に所
属し、毎年「灯台フォーラム」を企画・運営しながら、
2014年から「灯台どうだい?」を創刊。 灯台愛が溢れるフリー
ペーパーはテレビ番組でも紹介され、WEBメディアやラジオ
への出演等も多い。「灯台」や「フレネルレンズ」の文化的価
値を訴えながら、「100年後の海にも美しい灯台とレンズを
残す」ことを目指して活動の幅を広げ続けている。著書『灯
台はそそる』(光文社)、『灯台に恋したらどうだい?』（洋泉社）。

開会　9：30～
①主催者あいさつ
②来賓祝辞
③体育功労者・文化功労者表彰
④講演直前ミニ講座
⑤講演（10：20～）
⑥閉会あいさつ

国際交流コーナー（9：00～　4階ロビー）
異文化に触れてみませんか？
国際交流員のリア・ミラーさんによる国際交流コーナーを
開設します。
町内中学校による灯台に関する学習成果の展示（１・４階ロビー）

ライフアップ講座のご案内（第２回）

簡単なアレンジメントを習って、お部屋を飾ったり、誰かにプレゼントしてみませんか？
◇日　　時　平成３０年３月１０日（土）13：30～
◇場　　所　中央公民館　２階　視聴覚室
◇講　　師　高山　朋子　先生（松山東雲エクステンションセンター員）
◇定　　員　２０名程度
◇材　料　費　2,000円程度（当日集めます）
◇準　備　物
　① バケツ（作品作りの時に使用します。）
　② 持って帰るための袋
　③ ハサミは準備しますが、お持ちいただいても結構です。
◇申込方法　２月１６日（金）までに『住所、氏名、電話番号』を生涯学習室へご連絡ください。
【連絡先】伊方町教育委員会事務局　生涯学習室　TEL 3 8－ 2661　FAX 3 8 － 1 1 7 9

～ フラワーアレンジメント ～
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【生徒募集】愛媛県立松山東高等学校通信制課程【生徒募集】愛媛県立松山東高等学校通信制課程

　本校は、県内で唯一の公立による通信制課程の高等学校です。
　平成３０年度の前期入学（４月入学）の募集が始まります。　
　それぞれの科目について、レポート学習（自宅での自学自習）、スクーリング（学校での授業）及び試験に合格すること
で単位が修得できます。３年以上の修業、７４単位以上の単位修得などの必要条件を満たせば、全日制や定時制の高校と同
じ高等学校卒業の資格が得られます。卒業後は大学や専門学校などへの進学の道もあります。
　現在、１５歳から８０歳代までの幅広い年齢層の生徒500名余りが勉学に励んでいます。
　本校の特色は、誰でも、年齢を問わず、働きながらでも、家事をしながらでも、自分のペースで学習することができる点
にあります。
　入学を希望される方、興味のある方は、まず、本校までお電話ください。詳しく説明をいたします。その後、書類や面接
により入学を決定します。
　なお、松山東高へ来校の際は、駐車スペースがありませんので、最寄りの交通機関を御利用ください。
〈入学資格〉
　１　中学校を卒業された方
　２　平成３０年３月中学校を卒業見込みの方又は中等教育学校前期課程修了見込みの方
　３　中学校卒業程度の学力を有すると認められる方
　４　高等学校又は中等教育学校後期課程に在籍、或いは中途退学した方
〈出願期間〉

　
※「編入学」とは、過去に高校又は中等教育学校に在学した方の入学形態です。
　「転入学」とは、現在高校又は中等教育学校に在籍している方の入学形態です。転入学を希望される方は、まず在籍校の
　担任に相談してください。
〈留意事項〉
　通信制課程の学習システムは、全日制課程や定時制課程と異なるため、入学を希望される御本人に、下記の日程で直接説
明をさせていただき、願書を手渡しております。（本人以外には、募集要項（入学願書）をお渡しできません。説明には保
護者の同席も可能です。）　
　新入生（過年度卒業を含む）のための説明会　２月１３日（火）　 ３月２３日（金）
　編入生のための説明会　　　　　　　　　　　２月　２日（金）　 ２月２１日（水）　 
〈問い合わせ先〉 〒７９０－８５２１　松山市持田町２丁目２－１２　愛媛県立松山東高等学校通信制課程
 TEL（０８９）９４５－０１３１
　なお、高校卒業の資格の取得には関係なく、自分の関心のある科目を学習できる「聴講生」の制度もあります。聴講
生の受付は、平成３０年3月２０日（火）～ 4月３日（火）の予定です。

詳しいお問い合わせは、伊方スポーツセンター　
　電話38-1100または38-0776へ

◇教室名　大人の水泳教室
◇日　時　2月14日（水）19：00～19：50
◇場　所　伊方スポーツセンター２階プール
◇対　象　一般成人（先着10名）
◇受講料　500円
※受講希望の方は事前にスポーツセンター
　までご連絡ください。

☆日　時　毎週水曜日　19：00～ 20：20
　　　　　1期4回の教室です。
　　　　　1期ごとの申し込みになります。　
☆場　所　伊方スポーツセンター3階
　　　　　トレーニング室
☆定　員　先着１5名
☆受講料　2,000円（1期4回）
☆対　象　健康な方
☆持ち物　室内シューズ・水分補給の為の飲み物・タオル
※受講希望の方は事前にスポーツセンターまでご連絡ください。

水泳教室のご案内水泳教室のご案内

～ 「通信制 って知っていますか？　高校卒業の資格を取りましょう!! ～～「通信制「通信制 って知っていますか？　高校卒業の資格を取りましょう!! って知っていますか？ 高校卒業の資格を取りましょう!! ～～ 「通信制」って知っていますか？　高校卒業の資格を取りましょう!! ～

トレーニング教室のご案内トトトトトトトトトトトレレレレレレレレレレレーーーーニニニニニニニニニニンンンンンンンンンングググググググググググ教教教教教教教教教室室室室室室室室室のののののののののごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案内内内内内内内内内内トレーニング教室のご案内

新入学

編入学

転入学

１　次
２　次
１　次
２　次

平成３０年２月　１日（木）～　３月　２日（金）必着
平成３０年３月２０日（火）～　４月　４日（水）必着
平成３０年２月　１日（木）～　３月　１日（木）必着
平成３０年３月　９日（金）～　３月１５日（木）必着

平成３０年２月１日（木）～３月１６日（金）必着

泳げない
人大歓迎

!!

クロール
練習を行

います!泳げない
人大歓迎

!!

クロール
練習を行

います!

キリトリ

『スポセンプール無料の日』※プール無料券※
2月4日（日）にこの用紙を持参された方は午前9時から12時の間に
限り、伊方スポーツセンタープールの利用が無料でご利用頂けます。

：2月4日（日）
：この用紙1枚で3名まで利用可能です。
：午前９：００～１２：００（３時間）
：無料
：小学３年生以下のお子様は必ず保護者の方と一緒に遊泳し
 てください。大人一人につき子供２名までです。体調を考えて
 無理なご利用はご遠慮下さい。必ずこの券をご持参下さい。

日 　 　 付
利 用 人 数
時 　 　 間
料 　 　 金
注 　 　 意

初心者対象のトレーニング教室です。
有酸素運動＆筋力トレーニングを行います。

『2月スポセン休館日のお知らせ』
2月5日（月）、13日（火）、19日（月）、26日（月）
以上お間違えのないようお願いいたします。
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新着図書

～ 2月のおはなし会 ～

《一般書》 《児童書》

新しく購入した本は右記の図書館ホームページからもご覧いただけます。 URL:http://www.town.ikata.ehime.jp/site/tosyokan/

『遺訓』
佐藤　賢一／著

《内容紹介》
沖田総司の甥である沖田芳次郎は、
西郷隆盛の警護を命じられる。叔父
譲りで卓越した剣の腕を振るう芳次郎
だったが、死闘を重ねるうち、人には
力に勝る強さがあることを知り…。

『けっこんしき』
鈴木　のりたけ／作

《内容紹介》
はなよめさんや音楽家、粋な板
さんに宇宙人！？おめでたいけっ
こんしきを舞台に、みんなで楽
しく大変身！おでこにはめて遊
ぶ絵本。

『いのち』
『森家の討ち入り』
『意識のリボン』
『バースデイ・ガール』
『ひよっこ社労士のヒナコ』
『仮面の君に告ぐ』
『生の肯定』
『ふたご』
『ギリシア人の物語 3』
『うつも肥満も腸内細菌に訊け!』
『離島の保健師』
『未来の年表』
『がんばりすぎずにしれっと認知症介護』

瀬戸内　寂聴／著
諸田　玲子／著
綿矢　りさ／著
村上　春樹／著
水生　大海／著
横関　大／著
町田　康／著

藤崎　彩織／著
塩野　七生／著
小澤　祥司／著

青木　さぎ里／著
河合　雅司／著

工藤　広伸／著
ほか

『ふしぎなどうぶつランド』

『えがないえほん』
『かいけつゾロリのちていたんけん』

『マララのまほうのえんぴつ』

『帽子から電話です』
『グレッグのダメ日記 にげだしたいよ!』
『小さな小さな虫図鑑』
『髪がつなぐ物語』
『ゴロ合わせマンガ百人一首』
『コンビニ仮面は知っている』
『甘くてかわいいお菓子の仕事』
『真夜中の電話』

高畠　純／え、斉藤　洋／おはなし
B.J.ノヴァク／さく

原　ゆたか／さく・え

マララ・ユスフザイ／作、キャラスクエット／絵
長田　弘／作

ジェフ・キニー／作
鈴木　知之／写真・文

別司　芳子／作
吉海　直人／監修
藤本　ひとみ／原作

KUNIKA／著
赤川　次郎／著

ほか

日　時 ： 10日（土）・24日（土）　
　　　　　午後1時30分～
場　所 ： 図書館　おはなしコーナー
対　象 ： どなたでも参加できます♪
絵本や紙芝居など、たのしいおはなしを
聞かせてくれるよ。みんな、きてね！

2月 図書館カレンダー
日 月

…おはなし会 …休館日

火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

1

8

15

22

利用案内
 ■開館日時／火曜日～日曜日　午前 9 時 30 分～午後 6 時
 ■休　館　日／毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日も）
 　　　　　　祝日・月末図書整理日・年末年始・蔵書点検日
 ■返却について
 　町見公民館・瀬戸町民センター・三崎公民館で図書と雑誌の
 　返却ができます。
  伊方町立図書館（伊方町生涯学習センター2階）
  愛媛県西宇和郡伊方町湊浦 1992 番地
  TEL（0894）38-0607

　読書の記録は、図書館で借りた本を記録帳に印字する
サービスです。記録帳の発行を希望される方は、館内に
ある申請書に必要事項を記入し、図書利用カードを添え
て窓口に提出して下さい。（３月31日まで、無料で発行
できます。）詳しくは、図書館までお問い合わせください。

読書の記録サービス
が始まりました！！
読書の記録サービス
が始まりました！！
読書の記録サービス
が始まりました！！
読書の記録サービス
が始まりました！！
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名取

庄司太郎碆

　
「
三
崎
馬
の
飼
養
は
、
伊

達
秀
宗
が
仙
台
藩
名
取
郷
か

ら
駿
馬
と
馬
飼
人
を
連
れ
て

き
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い

わ
れ
る
。
現
在
の
名
取
部
落

（
三
崎
町
の
大
字
）
は
当
時

の
馬
飼
人
の
子
孫
で
あ
る
と

い
う
口
碑
が
、
今
日
な
お
半

島
部
の
農
民
に
広
く
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
る
。」（
藤
岡
謙

二
郎
編
『
岬
半
島
の
人
文
地

理
』（
大
明
堂
・
昭
和
四
一
年
）

一
九
八
頁
）

　

名
取
地
区
の
地
名
由
来
譚

は
、
お
お
む
ね
こ
の
よ
う
な

話
が
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

地
元
で
そ
う
し
た
言
い
伝
え

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い

う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
と

こ
ろ
こ
れ
を
明
確
に
裏
付
け

る
文
献
資
料
は
見
つ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
佐
田
岬
半
島
郷

土
史
中
の
大
き
な
謎
の
ひ
と

つ
で
、
今
後
も
調
査
継
続
中

の
課
題
で
す
。

　

さ
て
、
そ
の
名
取
地
区
沖

に
「
庄
司
太
郎
碆
」
と
い
う

変
わ
っ
た
名
前
の
岩
礁
が
あ

る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
現

在
は
宇
和
島
海
上
保
安
部
の

管
理
す
る
「
庄
司
太
郎
碆
灯

浮
標
」
と
い
う
航
路
標
識
も

あ
り
ま
す
。「
赤
城
の
子
守

唄
」
で
知
ら
れ
る
往
年
の
歌

手
・
東
海
林
太
郎
さ
ん
と
は

似
て
非
な
る
名
前
で
イ
ン
パ

ク
ト
十
分
で
す
が
、
こ
の
由

来
も
ま
っ
た
く
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
（
も
し
ご
存
じ
の
方

い
た
ら
町
見
郷
土
館
ま
で
ご

教
示
く
だ
さ
い
！
）。

　

先
日
調
べ
て
み
る
と
、
こ

の
地
名
、
江
戸
時
代
の
天
保

六
年
（
一
八
三
五
）、
幕
府

が
諸
国
に
作
ら
せ
た
「
天
保

国
絵
図
」
の
「
伊
予
国
」
図

の
中
に
も
す
で
に
「
し
や
う

じ
た
ろ
う
は
へ
」
と
記
さ
れ
、

江
戸
時
代
か
ら
続
く
由
緒
あ

る
地
名
で
し
た
。

　

気
に
な
る
庄
司
太
郎
と
は

一
体
誰
な
の
か
。
手
が
か
り

は
無
い
の
で
す
が
、
ふ
と
検

索
し
て
み
た
と
こ
ろ「
庄
司
」

と
い
う
苗
字
は
愛
媛
県
は
じ

め
西
日
本
で
は
ご
く
少
数
派

な
の
で
す
が
、
全
国
で
最
も

多
い
の
が
宮
城
県
・
山
形
県

だ
そ
う
で
す
！
漠
然
と
し
た

話
で
、
も
う
ち
ょ
っ
と
ち
ゃ

ん
と
調
査
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、「
名
取
」
沖
に
宮

城
・
山
形
に
縁
の
深
い
名
前

が
残
さ
れ
て
る
な
ん
て
、
な

ん
だ
か
不
思
議
な
感
じ
が
し

ま
す
ね
。

◆ 今月のきょうどかん ◆

佐田岬半島の自然
スライド上映会
佐田岬半島の自然
スライド上映会
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司
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2月28日（水）19時～
今月のテーマ

「マンホール蓋の動植物」
※入場無料・お気軽にお越しください。

＝休館日＝夜スライド上映
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佐田岬半島と
　その周辺の旧石器時代
佐田岬半島と
　その周辺の旧石器時代

『佐田岬半島のたからもの講座』

〇 と　き　　2月10日（土） 13：00～15：00
〇 ところ　　町見郷土館２階想い出の教室
〇 講　師　　沖野 実　先生
　　　　　　　((公財)愛媛県埋蔵文化財センター )
　
今から約４万年～１万６千年前！まだ誰も知らない佐田
岬半島の旧石器時代とは？身近で壮大な人類の歩みに
思いをはせましょう♪

し
ょ
う
じ
た
ろ
う
ば
え

し
ょ
う
じ
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み
な
さ
ん
は
、「
つ
な
が
り
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
て
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
想
像
し
ま
す
か
。
例
え
ば
、
家

族
の
つ
な
が
り
、
友
だ
ち
同
士
の
つ

な
が
り
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
つ
な

が
り
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
誰
も
が
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

「
つ
な
が
り
」
に
つ
い
て
、
考
え
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

私
の
近
所
に
は
、
幼
い
頃
か
ら

知
っ
て
い
る
お
じ
ち
ゃ
ん
や
お
ば

ち
ゃ
ん
が
住
ん
で
い
ま
す
。
朝
学
校

や
部
活
動
に
行
く
時
に
近
所
の
方
に

あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
必
ず
笑
顔
で

「
お
は
よ
う
。行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」

と
返
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
夕
方

の
帰
り
の
時
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、

「
お
帰
り
。」

と
優
し
く
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
は
、

こ
の
言
葉
を
聞
く
た
び
に
安
心
し
、

自
然
と
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
五
歳
の
時
か
ら
近
所
の
ピ
ア

ノ
教
室
で
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
は
、
一
階
が
店
で
、
私
は

二
階
で
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
店
に
は
、
近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん

た
ち
も
来
ま
す
。
私
が
二
階
で
ピ
ア

ノ
を
弾
き
終
わ
り
階
段
を
下
り
る
と
、

ピ
ア
ノ
の
音
が
聞
こ
え
て
い
た
み
た

い
で
、

「
上
手
に
な
っ
た
ね
。
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
っ
て
。」

と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
言

葉
が
、
ピ
ア
ノ
練
習
を
が
ん
ば
る
励

み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
も
う

や
め
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
あ
の
店

に
行
く
と
、
地
域
の
人
た
ち
の
温
か

い
心
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

私
の
家
の
前
に
も
、
別
の
す
て
き

な
店
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
店
に
は
、

お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
以
外
に
、
調
味

料
や
粉
も
の
を
売
っ
て
い
て
、
幼
い

頃
に
よ
く
お
使
い
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
店
は
、
八
十
歳
を
過
ぎ
た

夫
婦
が
開
い
て
い
て
お
使
い
に
行
く

た
び
、

「
大
き
く
な
っ
た
ね
、
い
つ
も
あ
り

が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
家
と
店
が

道
路
を
は
さ
ん
で
向
か
い
合
わ
せ
な

こ
と
も
あ
り
、
料
理
の
お
す
そ
分
け

も
よ
く
も
ら
い
ま
し
た
。
春
は
、
ピ

ン
ク
色
の
餅
を
桜
の
葉
で
巻
い
た
桜

餅
、
夏
は
畑
で
育
て
た
大
き
な
ス
イ

カ
、
秋
は
旬
の
物
を
使
っ
た
天
ぷ
ら
、

冬
は
心
も
体
も
温
ま
る
お
し
る
こ
。

こ
の
よ
う
に
、
一
年
を
通
し
て
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
料
理
に
親
し
ん
で
き
ま

し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
仲
が
良
く
て
、

私
が
店
に
入
っ
た
時
、
い
つ
も
笑
顔

で
し
た
。
お
使
い
で
店
に
行
く
と
、

ご
ほ
う
び
で
い
つ
も
キ
ャ
ラ
メ
ル
を

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
キ
ャ
ラ

メ
ル
は
、
と
て
も
お
い
し
く
て
、
人

の
心
を
温
め
る
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

そ
ん
な
い
つ
も
優
し
い
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
み
ん
な
か

ら
愛
さ
れ
て
い
た
し
、
私
も
大
好
き

で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
中
学
校
一
年

生
の
冬
の
日
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

突
然
倒
れ
救
急
車
で
運
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
何
が
起
こ
っ
た
か
も
わ

か
ら
な
い
ま
ま
、
た
だ
突
っ
立
っ
て

い
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

倒
れ
る
以
前
か
ら
少
し
体
調
を
く
ず

し
、
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
私
が
店
に
行
っ
た
時
に
、

た
ま
に
見
か
け
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

顔
は
、
と
て
も
や
せ
て
い
て
元
気
が

な
い
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
そ
の
日

は
、
小
麦
粉
と
お
菓
子
を
買
い
、
い

つ
も
の
よ
う
に
、
店
を
出
よ
う
と
す

る
と
、

「
今
ま
で
あ
り
が
と
う
、
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
来
て
ね
。」

と
言
わ
れ
、
最
後
の
お
別
れ
の
よ
う

で
、
意
味
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
笑
顔

だ
け
を
返
し
ま
し
た
。
救
急
車
で
運

ば
れ
て
か
ら
数
日
後
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
亡
く
な
り
ま
し
た
。
父
と
母

か
ら
そ
の
話
を
聞
い
た
時
、
シ
ョ
ッ

ク
と
驚
き
で
声
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

気
持
ち
の
整
理
が
で
き
て
い
な
い
ま

ま
、
朝
を
む
か
え
ま
し
た
。
ふ
と
外

を
見
る
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
悲

し
い
暗
い
顔
で
玄
関
か
ら
出
て
行
く

の
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
が
外
に
出

て
散
歩
を
し
て
い
る
と
、
出
会
っ
た

人
は
み
ん
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
て
く
れ
る
け
れ
ど
、

ど
こ
か
暗
く
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
死

を
悲
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。
そ

れ
を
見
て
、「
現
実
だ
。」
と
よ
う
や

く
受
け
入
れ
た
私
は
、
急
に
胸
が
痛

く
な
り
、
全
身
の
力
が
ぬ
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。
数
分
し
て
か
ら
家
に
戻

り
、
考
え
ご
と
を
し
て
い
る
と
、
ふ

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
あ
の
言
葉
が
頭

を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

「
今
ま
で
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
来
て
ね
。」               

私
は
こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
、

は
っ
と
し
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
は
、

自
分
の
命
が
も
う
長
く
な
い
こ
と
を

知
っ
て
、
言
っ
た
言
葉
な
の
だ
と
。

そ
し
て
、
一
人
に
な
る
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
寂
し
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
店

に
来
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
だ
っ
た

の
だ
と
。
そ
う
言
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
優
し
さ
や
温
か
さ
、
笑
顔
に
出

会
え
た
時
間
は
私
の
宝
物
で
す
。
そ

し
て
今
で
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
店

の
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

　

人
は
、
誰
か
と
つ
な
が
り
を
も
っ

て
生
き
て
い
ま
す
。
そ
の
つ
な
が
り

が
、
簡
単
に
強
ま
る
こ
と
も
、
切
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
強
い

つ
な
が
り
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
切
れ

て
し
ま
っ
た
時
に
、
ひ
ど
い
悲
し
み

や
後
悔
が
お
そ
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
も

と
う
と
す
る
の
は
、
生
き
て
い
く
上

で
支
え
合
う
こ
と
、
協
力
し
合
う
こ

と
が
大
切
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
温
か
く
、
優
し

い
心
を
も
っ
た
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　

私
は
運
動
が
大
好
き
で
す
。
で
も
、

勉
強
は
苦
手
で
す
。
理
解
が
で
き
な

か
っ
た
り
、
考
え
る
の
に
時
間
が
か

か
っ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
を

母
に
話
す
と
、「
大
丈
夫
だ
よ
、
み

ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
ん
だ

か
ら
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

母
は
、「
人
に
は
得
意
と
不
得
意
が

あ
る
か
ら
、
そ
の
中
で
得
意
な
こ
と

を
生
か
し
て
、
自
分
ら
し
く
が
ん
ば

れ
ば
い
い
ん
だ
よ
。」
っ
て
、
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
私
の
い
い
と
こ
ろ

を
た
く
さ
ん
見
つ
け
て
、
自
分
の
色

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

伊
方
中
学
校　

二
年　

菊
池  

光
記

「
地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
」

平
成
29
年
度　

人
権
作
文　

最
優
秀
賞

九
町
小
学
校　

五
年　

小
野　

琴
実

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」

平
成
29
年
度　

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ　

最
優
秀
賞
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俳
　
句

工作教室
「いしえ」
２月２４日（土）14：00 ～ 
石には、いろいろな形があります。
形をいかして、絵の具やクレヨン
で絵をかいて遊びましょう。
　
※参加費は無料です。

※写真は、イメージです。

児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ

DVD上映会
おしりをかじって、日本中を元気に！
「アニメ　おしりかじり虫」
２月１０日（土） ＤＶＤ上映会を
行います。
　○場   　所　３階　児遊館内
　○上映時間　１回目　10：00 ～
　　  　　　　 ２回目　14：00 ～

【お問い合わせ】
　伊方町生涯学習センター内　児遊館　３８－２６６８

町
見
野
の
花
句
会

番
匠
句
会

三
机
句
会

岩　
見　
愛　
子

川　
縁　
秀　
子

岩
井
フ
ミ
ヱ

井　
上　
敦　
子

得　
能　
利　
子

西
山
美
津
子

大　
野　
律　
子

安　
田　
増　
子

髙
地
瑠
美
子

結　
城　
励　
子

山
口
ヤ
エ
子

柏
村
ヨ
シ
子

佐
々
木
忠
雄

溝　
口　
明　
美

佐
々
木
サ
チ
子

初
日
の
出
海
に
か
が
や
く
光
か
な

元
旦
や
窓
越
し
に
待
つ
郵
便
車

真
向
い
に
見
ゆ
る
初
日
の
独
り
占
め

赤
ん
坊
声
あ
げ
笑
ふ
初
景
色

初
春
に
故
郷
の
味
鯛
の
花

母
と
な
る
娘
と
産
土
神
を
初
詣

高
々
と
氏
神
様
の
初
国
旗

息
子
等
と
孫
の
カ
ラ
フ
ル
年
賀
状

酒
樽
の
前
に
大
き
な
鏡
餅

神
楽
舞
う
漁
夫
は
太
き
姫
の
舞
い

大
根
生
長
窓
ご
し
見
守
る
床
の
中

伊
予
の
国
見
わ
た
す
か
ぎ
り
熟
み
か
ん

前
山
や
入
江
に
映
ゆ
る
は
ぜ
紅
葉

遠
き
孫
か
た
言
ま
じ
り
の
初
電
話

投
げ
入
れ
の
木
々
の
実
は
じ
け
る
初

春
や

う
ぶ
す
な

と
お

こ
と


